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かばんこうぼうやまもと

鞄工房山本について

ならほんてん ならけん

奈良本店（奈良県）

こうぼう ならけん

工房（奈良県）

ぎんざてん とうきょうと

銀座店（東京都）
おもてさんどうてん とうきょうと

表参道店（東京都）
かばんこうぼうやまもと

鞄工房山本は（① ）でランドセルをつくってい
かいしゃ なら ぎんざ おもてさんどう みせ う

る会社です。奈良、銀座、表参道のお店ランドセルを売っ
ています。

ひと にん

はたらいている人は（② ）人くらいです。
にん

そのうち（③ ）人くらいがランドセルをつくってい
にん みせ う

て、あとの（④ ）人はお店でランドセルを売ったり、
かね かんり

お金の管理をしています。
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なん どうぶつ かわ

ランドセルは何の動物の革で
できているの？

かわ つか

ほかにも、こんな革を使ったランドセルがあるよ！
うま かわ

コードバン：馬の（⑦ ）の革
じんこうひかく ひと かわ

人工皮革 ：人がつくった革

ランドセルは、みんなが食べる
そだ

ために育てられた（⑤ ）
かわ つか

の革を使います。すごく丈夫
ねんかんつか かた

で、6年間使っても型くずれなど
そざい かわ

しにくい素材です。革は、
さいふ

くつ・財布などいろいろなもの
つか

に使われています。

うし はんぶん おお かわ

これは、牛の半分の大きさの革です。
うし とう ほん

牛1頭で（⑥ ）本しかランドセル
はできません。

いえ かわ

みんなの家にある革で
できたものをさがしてね！
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こうぼう

ランドセルをつくる工房のようす

こ いじょう

ランドセルのパーツは（⑧ ）個以上あります。

かたい

〈型入れ〉
ランドセルづくりは「型入れ」

うし い

からはじまります。牛が生きていた
きず

ときについた傷をよけて、それぞれ
あ ばしょ き しるし

のパーツに合った場所を決めて印を
つけていきます。

さいだん

〈裁断〉
かたい しるし あ かわ

「型入れ」でつけた印に合わせて革をコンピューターをつかった
きかい き がた き

機械で切ったり、クッキー型のようなもので切ったりします。

【1】パーツの準備

かわ きかい

革をうすくする機械もあります。
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ひと

はたらいている人にインタビュー！
き なん

ランドセルをつくるときに気をつけていることは何ですか？

【2】パーツづくり
かた

肩ベルト
まえ

前ポケット

かぶせ

せなか

背中
おお

大マチ
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まえ おお かた

かぶせ、前ポケット、大マチ、肩ベルトのパーツができたら、
かたち ひと さぎょう

ランドセルの形に一つにしていきます。この作業を「まとめ」
よ

と呼んでいます。

【3】まとめ

ひと

はたらいている人にインタビュー！
き なん

ランドセルをつくるときに気をつけていることは何ですか？
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かんせい

できあがったランドセルをきれいにして完成です！

しあげ

【4】仕上げ

か とど

買ってくれたみんなへお届けをします！

ひと おも

ランドセルは、たくさんの人たちが思いをひとつにして
たの おも で

できあがります！みんな、楽しい思い出をたくさんつめ
こんでね！
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こうぼうけんがく

工房見学はいかがでしたか？
み かん

ランドセルをつくっているところを見てどのように感じた
かんそう か

か、感想を書いてね！

8


